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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はコネキシン遺伝子ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はギャップジャンクションの構成要素です。ギャップジャンクションは、細胞間チャネルの配列から構成され、低分子量物質が細胞から細胞へと拡散する経路を提供します。この遺伝子の変異は、アテローム性動脈硬化症および心筋梗塞のリスク増加と関連付けられています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：ギャップジャンクションは、コネクソンと呼ばれる膜貫通チャネルの密集したクラスターで構成されており、低分子量物質はこれを介して細胞から隣接する細胞へと拡散します。,類似性：コネキシンファミリーに属します。,類似性：コネキシンファミリーに属します。アルファ型（グループ II）サブファミリー。,サブユニット:コネクソンはコネキシンの六量体から構成されます。,組織特異性:心臓、子宮、卵巣、血管内皮など、複数の臓器や組織で発現します。,
	研究分野
	-
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	GJA4抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GJA4 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

